
金
子
み
す
v

「
私
と
小
烏
と
鈴
と
」

受
容
研
究

は
じ
め
に

金
子
み
す
立
は
、
大
正
時
代
に
生
き
た
童
謡
詩
人
で
あ
る
。
本
論
は
、
み
す
ゾ

の
詩
の
中
か
ら
、
先
述
し
た
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
を
取
り
上
げ
、
み
す
ジ
の

詩
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
そ
の
受
容
過
程
と
、
ど
の
よ
う
に
人
々
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
解
釈
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
、
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
を
引
用
す
る
。

私
と
小
鳥
と
鈴
と

私
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、
／
お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
が
、
／
飛
べ

る
小
鳥
は
私
の
や
う
に
、
／
地
面
を
速
く
は
走
れ
な
い
。
／
／
私
が
か
ら

だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、
／
き
れ
い
な
音
は
出
な
い
け
ど
、
／
あ
の
鳴
る
鈴
は

私
の
や
う
に
／
た
く
さ
ん
な
唄
は
知
ら
な
い
よ
。
／
／
鈴
と
、
小
鳥
と
、

そ
れ
か
ら
私
、
／
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

金
子
み
す
ゾ
と
同
時
代

金
子
み
す
ジ
、
本
名
テ
ル
は
、
明
治
三
一
十
六
年
（
一
九

O
一
二
）
四
月
十
一
日
、

山
口
県
大
津
郡
仙
崎
（
現
在
の
長
門
市
仙
崎
）
に
て
、
父
金
子
庄
之
助
、
母
ミ
チ

者
F

aa句
1

麻

由

藤

の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
二
歳
上
に
兄
堅
助
が
お
り
、
み
す
£
が
生
ま
れ
て

か
ら
二
年
後
の
明
治
一
二
十
八
年
（
一
九

O
五
）
に
弟
正
祐
が
生
ま
れ
る
。

女
学
校
卒
業
の
後
、
書
店
で
働
き
な
が
ら
「
み
す
ジ
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
童

謡
詩
作
・
雑
誌
投
稿
を
始
め
る
。
投
稿
し
た
童
謡
は
、
『
童
話
』
九
月
号
に
「
お

魚
」
「
打
出
の
小
槌
」
、
『
婦
人
倶
楽
部
』
九
月
号
に
「
芝
居
小
屋
」
、
『
婦
人
画
報
』

九
月
号
に
「
お
と
む
ら
ひ
」
、
『
金
の
星
』
九
月
号
に
「
八
百
屋
の
お
鳩
」
が
そ

れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。
『
金
の
星
』
を
除
く
一
二
誌
は
西
僚
八
十
の
選
で
あ
り
、
特

に
『
童
話
』
誌
上
で
は
H

推
薦
d

と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
大
正
十

五
年
（
一
九
二
六
）
に
結
婚
を
す
る
が
、
夫
に
詩
作
を
禁
じ
ら
れ
、
つ
い
に
昭
和

五
年
（
一
九
三

O
）
二
月
に
離
婚
を
す
る
。
娘
ふ
さ
え
を
引
き
取
り
た
い
と
す
る

夫
に
抵
抗
す
る
た
め
、
同
年
三
月
十
日
に
睡
眠
薬
を
飲
み
自
殺
し
た
。

享
年
二
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
み
す
ジ
だ
が
、
そ
の
短
い
生
涯
で
多
く
の
童

謡
詩
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
日
本
で
起
こ
っ
た
童
謡
一
運
動
が
あ
る

と
い
え
る
。
小
島
氏
一
一
に
よ
る
と
、
日
本
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
が
輸
入
さ
れ
て

か
ら
の
動
き
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
一
二
十
三
年
（
一
九

0
0）
か
ら
の
第
一
期
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
か
ら
の
第
二
期
、
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）
か
ら
の
第
三
期
で
あ
る
。
第
一
期
に
、
よ
う
や
く
芸
術
作
品
ら
し
い
作

品
、
が
現
れ
る
が
、
そ
の
作
品
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
の
古
典
派
や
ロ
マ
ン
派
の
作

品
の
ス
タ
イ
ル
を
追
い
求
め
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
第
二
期
か
ら
日
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本
人
ら
し
い
伝
統
を
生
か
し
た
表
現
を
求
め
る
動
き
が
表
面
化
し
、
第
三
期
に

は
近
代
主
義
的
な
表
現
が
強
く
な
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
第
二
期
と
重

な
っ
て
始
ま
り
、
終
わ
っ
た
の
が
童
謡
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
二
期
の
期
間

は
、
み
す
、
豆
、
が
創
作
を
始
め
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
期
間
と
ほ
ぼ
重
な
り
、

み
す
ジ
は
童
謡
勃
興
時
代
に
生
き
た
詩
人
だ
と
三
？
え
る
。

童
謡
運
動
の
前
触
れ
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
二
一
）

の
吉
丸
一
日
目
に
よ
る
「
新
作
唱
歌
」
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
小
松
耕
輔
・
梁

田
貞
・
葛
原
薗
に
よ
る
「
大
正
幼
年
唱
歌
」
で
あ
る
。
当
時
の
文
部
省
唱
歌
に

対
し
て
は
多
く
の
批
判
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
や
た
ら
に
教
訓
的
で
固
苦
し

い
作
詞
の
方
針
に
対
し
、
新
し
く
登
場
し
た
こ
れ
ら
の
唱
歌
集
に
収
録
さ
れ
た

詩
の
だ
い
た
い
は
親
し
み
ゃ
す
い
口
一
詩
体
で
書
か
れ
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
味
も
あ

った。こ
う
し
た
動
き
が
、
童
謡
運
動
を
展
開
さ
せ
る
基
盤
と
な
り
、
大
正
七
年
（
一

九
一
八
）
七
月
に
は
、
童
話
童
謡
雑
誌
『
赤
い
烏
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
「
童
話
と

童
謡
を
創
作
す
る
最
初
の
文
学
的
運
動
」
と
し
て
、
『
赤
い
鳥
』
主
宰
者
の
鈴
木

一
二
重
吉
は
「
世
間
の
小
さ
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
芸
術
と
し
て
真
価
あ
る
純
麗

な
章
話
と
童
謡
を
創
作
す
る
最
初
の
運
動
を
起
こ
し
た
い
と
思
ひ
ま
し
て
、
月

刊
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
を
主
宰
発
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
号
か
ら
、
詩
に
作
曲
さ
れ
楽
譜
つ
き
の
形
で
童
謡

作
品
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
最
初
の
作
品
は
、
西
僚
八
十
作
詞
、

成
田
為
一
二
作
曲
の
「
か
な
り
や
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
成
功
が
、
一
二
重
吉
の
中

で
、
歌
う
歌
と
し
て
の
童
謡
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
急
速
に
具
体
的
な
形
を
も
っ
て

と
り
は
じ
め
た
と
い
え
る
。

同
年
十
一
月
に
は
『
金
の
船
』
↓
一
が
創
刊
さ
れ
、
こ
れ
は
創
刊
号
か
ら
楽
譜

っ
き
の
童
謡
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
誌
を
中
心
に
、
童
謡
普
及
運
動
は

進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

み
す
立
の
再
発
見

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
、
当
時
大
学
一
年
生
だ
っ
た
児
童
文
学
者
の
矢

崎
節
夫
氏
は
、
与
田
準
一
編
『
日
本
童
謡
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
）
に
掲

載
さ
れ
た
金
子
み
す
ジ
の
「
大
漁
」
に
衝
撃
を
受
け
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
矢

崎
氏
の
「
み
す
ゾ
探
し
の
旅
」
が
始
ま
っ
た
。

長
い
年
月
を
経
て
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
一
一
）
、
彼
は
つ
い
に
み
す
ジ
の

実
弟
、
品
山
和
都
氏
（
本
名
・
ぷ
日
山

E
栴
）
と
連
絡
を
と
る
こ
と
に
成
功
す
る
。

六
月
二
十
日
に
上
山
氏
を
訪
ね
、
矢
崎
氏
の
も
と
に
、
み
す
ゾ
の
写
真
と
、
三

冊
の
手
書
き
の
遺
稿
集
凹
が
託
さ
れ
た
。

こ
の
三
冊
の
遺
稿
集
に
は
五
一
一

O
編
も
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
矢
崎
氏

は
み
す
ゾ
の
全
集
発
刊
を
決
意
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
十
二
月
十

四
日
の
朝
日
新
聞
で
は
『
金
子
み
す
ゾ
全
集
』
の
発
行
が
報
じ
ら
れ
、
み
す
ジ

の
こ
と
が
中
央
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
最
初
の
出
来
事
と
な
っ
た
。
大
変
反
響

が
大
き
く
、
当
初
一
二
百
組
の
予
約
を
目
標
に
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
七

百
組
の
予
約
を
越
え
、
結
局
千
組
が
限
定
版
『
金
子
み
す
£
全
集
』
と
し
て
、

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
一
一
月
二
十
八
日
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
足
り

な
く
な
り
、
同
年
八
月
に
、
新
装
版
と
い
う
現
在
の
形
で
発
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。『

金
子
み
す
ジ
全
集
』
は
、
三
一
冊
の
遺
稿
集
そ
れ
ぞ
れ
を
「
美
し
い
町
」
、
「
空

の
か
あ
さ
ま
」
、
「
さ
み
し
い
王
女
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
た
一
二
巻
と
、
矢

崎
氏
に
よ
る
『
金
子
み
す
£
ノ
l
ト
』
か
ら
成
っ
て
お
り
、
「
私
と
小
烏
と
鈴
と
」

は
三
巻
の
「
さ
み
し
い
王
女
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

に］
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「
手
帳
の
目
次
に
は
、
タ
イ
ト
ル
の
上
に
O
印
が
つ
け
ら
れ
、
『
註

O
印
は

活
字
に
な
り
じ
も
の
』
と
い
う
メ
モ
書
き
が
あ
っ
た
」
ど
『
金
子
み
す
y
ノ
ー

ト
』
に
は
記
し
て
あ
り
、
「
さ
み
し
い
女
王
」
に
は
八
編
の

O
印
が
あ
り
、
そ
の

中
で
発
表
作
品
を
入
手
で
き
た
も
の
は
三
一
編
あ
っ
た
。
ま
た
、
目
次
に
O
印
は

な
か
っ
た
も
の
の
発
表
作
品
が
み
つ
か
っ
た
も
の
が
一
編
あ
り
、
全
集
が
出
る

ま
で
に
発
表
さ
れ
た
作
品
は
、
「
雀
」
「
世
界
中
の
王
様
」
「
さ
み
し
い
王
女
」
「
墓

た
ち
」
「
汽
車
の
窓
か
ら
」
「
女
王
さ
ま
」
「
不
思
議
」
「
雪
」
「
丘
の
上
で
」
の
九

編
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
全
集
が
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
初
出
で
あ
り
、
全

集
出
版
を
機
に
こ
の
詩
が
人
々
の
目
に
触
れ
た
五
と
畳
一
日
え
る
だ
ろ
う
。

全
集
出
版
の
他
に
、
み
す
ゾ
の
詩
が
再
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
教
科
書
へ
の
収
録
だ
っ
た
。
み
す
£
の
詩
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
、
教

科
書
検
定
に
合
格
し
、
平
成
八
年
度
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

川
崎
氏
六
は
「
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
ま
で
の
ブ
l
ム
が
各
社
に
よ
る
教
材
選

択
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
掲
載
教
科
書
の
表

を
記
し
て
い
る
。
以
下
の
表
は
引
用
で
あ
る
。

『小学園緑三上わカヰ~JI 光村図書出版

W1J、学留語関上』策京饗籍

向、学震籍1i下S学校図望書路線

旬、学Ii籍五下』教育出版

問中道徳生ぎるカ 6.B大阪裳鎗

平成8年に掲載された教科書と副読本（上）と、

内容の一覧（下）

桝 出血社 学年 内 事

光村図書 1上 詩「わたll:小島t付 l:J

東京書籍 4上 詩「ふしぎl

国語
学校図書 j上 がわたしと小島と付l:J

ノンアィタション Iみすf揮しの蹄ーみん

教育由服 5下
なもがってみんなレ中ーJ（矢崎節夫問中
にIわたしど小島け？とJI大韓JIつ
ゆlの3詩

道龍 大臨書籍 6 詩rtiul:小島ど付l:J

な
お
、
学
校
図
書
出
版
に
よ
る
教
科
書
が
、
上
の
表
で
は
「
五
下
」
、
下
の
表

で
は
「
五
上
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
原
文
マ
マ
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
現
在

学
校
図
書
出
版
か
ら
は
「
四
年
上
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
た
め
、
先
行
研

究
発
表
当
時
、
ど
ち
ら
で
出
版
さ
れ
た
の
か
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。
川
崎
氏

は
こ
の
表
に
続
け
て
「
五
社
の
内
、
四
社
が
『
わ
た
し
と
小
烏
と
す
ず
と
』
を

掲
載
し
て
い
る
。
同
じ
詩
人
の
作
品
を
教
科
書
が
一
斉
に
選
択
し
た
の
は
、
各

教
科
書
会
社
が
ブ
l
ム
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
し
て
掲
載
を
急
い
だ
結
果
と
見
え

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
と
平
成
十
三
年
（
二

0
0

一
）
に
は
、
大
阪
書
籍
の
『
小
学
国
語
三
年
上
』
に
も
掲
載
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
え
し
か
し
大
阪
書
籍
は
平
成
二
十
年
（
二

O
O八
）
、
少
子
化
の
影
響
な

ど
で
教
科
書
の
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
み
、
当
時
の
大
阪
書
籍
社
長
に
よ
る
不
動

産
事
業
へ
の
進
出
も
失
敗
し
た
た
め
、
多
額
の
借
金
を
負
い
、
民
事
再
生
法
の

適
用
を
申
請
し
た
八
。
教
科
書
の
版
権
譲
渡
を
受
け
た
日
本
文
教
出
版
は
、
現

在
国
語
の
教
科
書
を
発
行
し
て
い
な
い
（
「
書
写
」
と
い
う
形
で
発
行
）
た
め
、

現
物
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
九
。

筆
者
が
現
物
を
調
査
で
き
た
教
科
書
は
、
『
国
語
三
上
わ
か
ば
』
（
光
村
図
書

出
版
、
二

O
二
・
二
）
、
『
み
ん
な
と
学
ぶ
小
学
校
国
語
四
年
上
』
（
学
校
図

書
、
二

O
一
一
・
一
一
）
、
『
ひ
ろ
が
る
言
葉
小
学
国
語
五
下
』
（
教
育
出
版
、
一
一

O
一
一
・
六
）
の
一
二
つ
で
あ
る
。
大
阪
書
籍
に
よ
る
道
徳
の
教
科
書
は
現
在
発
行

し
て
お
ら
ず
一

o、
ま
た
、
東
京
書
籍
の
国
語
教
科
書
は
、
「
わ
た
し
と
小
鳥
と

す
ず
と
」
を
掲
載
し
て
い
な
い
の
で
調
査
し
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
川
崎
氏

が
論
文
で
述
べ
て
い
た
二

O
O
二
年
時
点
で
は
、
学
校
図
書
か
ら
出
版
さ
れ
た

教
科
書
の
対
象
学
年
が
五
年
生
だ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
現
在
入
手
し
た
教
科

書
で
は
四
年
生
が
対
象
学
年
に
な
っ
て
い
る
。
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「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」

の
解
釈

二
章
に
て
、
『
金
子
み
す
£
全
集
』
が
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
初
出
で
あ
っ

た
と
述
べ
た
が
、
こ
の
全
集
出
版
に
尽
力
し
、
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
を
再
発
見

し
た
と
も
い
え
る
、
矢
崎
氏
に
よ
る
こ
の
詩
の
解
釈
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
矢
崎
氏
は
、
詩
中
の
「
鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
」
に
注

目
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
二
。

〔
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
〕
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

ち
が
い
を
大
切
に
す
る
と
か
、
誰
も
が
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
存
在
と

い
う
こ
と
と
考
え
て
も
い
い
の
で
す
が
、
実
は
『
私
と
小
鳥
と
鈴
と
』
と

い
う
詩
の
い
ち
ば
ん
大
事
な
と
こ
ろ
は
、
一
行
前
の
、
〔
鈴
と
、
小
鳥
と
、

そ
れ
か
ら
私
、
〕
な
の
で
す
。
題
は
『
私
と
小
鳥
と
鈴
と
』
で
す
が
、
私
の

位
置
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
、
〔
鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、
〕
と
“
あ

な
た
と
私
”
に
な
っ
た
と
き
、
初
め
て
、
［
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

い
。
〕
と
い
う
、
嬉
し
い
一
言
葉
が
成
り
た
つ
の
で
す
。

H

私
と
あ
な
た
μ

で
は
、
〔
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。
〕
は
成

り
た
ち
ま
せ
ん
。
［
み
ん
な
ち
、
か
つ
て
、
み
ん
な
い
い
。
〕
の
中
に
は
N

人

を
い
じ
め
た
り
、
傷
つ
け
る
人
は
入
り
ま
せ
ん
o
u

［
み
ん
な
ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い
。
〕
と
は
、
誰
を
も
グ
丸
ご
と
認
め
て
傷
つ
け
な
い
μ

と
い
う

こ
と
が
前
提
だ
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
は
人
を
い
じ
め
た
り
、

傷
つ
け
た
り
し
た
人
で
も
、
「
も
う
決
し
て
し
な
い
」
と
決
め
た
ら
、
誰
で

も
入
れ
る
世
界
が
、
〔
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。
〕
で
す
。

「
私
と
あ
な
た
」
と
い
う
ま
な
ざ
し
だ
と
、
「
私
は
わ
た
し
で
い
い
の
だ
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
先
に
き
て
し
ま
い
、
「
私
は
何
を
や
っ
て
も
い
い
」
と
い
う

自
分
中
心
の
ま
な
ざ
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
題
名
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
「
あ
な

た
と
私
」
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
あ
な
た
は
あ
な
た
で
い
い
の
だ
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
、
こ
れ
が
最
初
の
ま
な
ざ
し
な
の
だ
、
と
い
う
も
の
が
矢
崎

氏
の
考
え
で
あ
る
。

更
に
矢
崎
氏
は
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
を
「
丸
ご
と
認
め
て

傷
つ
け
な
い
」
「
そ
し
て
、
そ
れ
は
愛
す
る
と
い
う
こ
と
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

今
一
番
助
け
が
必
要
な
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
ま
な
ざ
し
が
無
け
れ
ば
、

す
べ
て
の
人
を
平
等
に
幸
福
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
釈
す
る
矢
崎
氏
は
、

こ
の
詩
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
「
私
」
「
小
鳥
」
「
鈴
」
の
三
者
だ
け
で
は

な
く
、
「
す
べ
て
の
人
」
「
す
べ
て
の
も
の
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
と
推

測
で
き
る
。

こ
の
矢
崎
氏
の
解
釈
は
、
「
あ
と
は
大
人
で
あ
る
私
た
ち
が
、
き
ち
ん
と
『
み

ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
』
を
知
る
こ
と
だ
」
と
彼
が
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
大
人
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
矢
崎
氏
は
、
低
年

齢
向
け
の
書
籍
も
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。

彼
の
著
書
『
み
ん
な
を
好
き
に
金
子
み
す
ジ
物
語
』

c
d
F〉
出
版
局
、
二

0
0九
・
四
）
の
奥
付
の
ペ

l
ジ
に
は
「
古
い
資
料
は
、
旧
仮
名
づ
か
い
・
旧
漢

字
を
、
現
代
仮
名
づ
か
い
・
新
漢
字
に
改
め
て
い
ま
す
」
、
「
原
則
と
し
て
、
小

学
五
年
生
以
上
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
初
出
に
は
、
ル
ビ
を
付
し
て
い
ま

す
」
と
あ
り
、
著
者
あ
と
が
き
で
あ
る
「
『
み
ん
な
を
好
き
に
』
に
よ
せ
て
」
で

は
、
「
う
れ
し
い
こ
と
に
、
小
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

に
、
一
度
は
金
子
み
す
ゾ
さ
ん
の
作
品
と
名
前
に
出
合
い
ま
す
」
と
あ
り
、
こ

円

i
1
よ



の
本
は
小
学
生
な
ど
の
低
年
齢
層
を
対
象
に
書
か
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。

同
書
の
「
第
三
章
・
大
津
高
等
女
学
校
時
代
」
の
中
に
お
い
て
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
影
響
で
米
騒
動
が
起
こ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
学
校
内
で
話
題
に
な
っ

た
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
「
だ
れ
も
が
、
な
に
も
が
、
み
ん
な
ち
が
う
か
ら
す
ば

ら
し
い
の
に
、
戦
争
は
、
ち
が
う
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
。
テ
ル
は
『
赤
い
烏
』

の
も
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
の
願
い
と
、
米
騒
動
や
戦
争
と
い
う
大
き
な

か
な
し
み
の
中
で
、
い
の
ち
の
こ
と
、
ち
が
う
こ
と
の
た
い
せ
つ
さ
を
し
っ
か

り
と
考
え
て
い
た
の
で
す
」
と
書
か
れ
た
後
に
、
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
は
み
す
立
の
結
婚
後
に
書
か
れ
た
詩
で
あ

り
、
女
学
校
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
の

は
不
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
こ
で
こ
の
詩
が
引
用
さ
れ
た
の
は
、
「
み
ん
な

ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
前
述
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
者
に
受
取
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、

矢
崎
氏
は
低
年
齢
層
も
含
ん
だ
読
者
を
想
定
し
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
「
あ
な
た
は
あ
な
た
で
い
い
の
だ
」
と
い
う
矢

崎
氏
の
解
釈
が
、
「
み
ん
な
ち
が
う
か
ら
す
ば
ら
し
い
」
「
ち
が
う
こ
と
の
た
い

せ
っ
さ
」
と
分
り
や
す
く
言
葉
を
変
え
、
読
者
で
あ
る
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り

も
違
っ
て
い
い
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
与
さ
せ
た
点
と
、
「
い
の
ち
の
こ

と
」
と
い
う
新
し
い
視
点
を
提
示
し
た
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
私
と
小
鳥
と

鈴
と
」
の
詩
引
用
の
前
に
、
与
謝
野
品
子
に
よ
る
「
君
死
に
た
も
う
こ
と
な
か

れ
」
三
一
も
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ
り
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
強
く
込
め
た
も
の
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
存
在
」
や
「
い
の
ち
」
へ
の
注
目
を
解
釈
の
基
盤
に
据
え
つ

つ
、
よ
り
「
相
手
」
へ
の
注
目
を
増
し
、
主
に
教
育
現
場
を
中
心
に
受
容
さ
れ

て
い
っ
た
の
が
、
「
個
性
尊
重
」
の
解
釈
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
「
私
と
小
鳥

と
鈴
と
」
は
小
学
校
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
解
釈
も
低
年

齢
層
へ
向
け
た
解
釈
で
あ
り
、
児
童
期
に
多
く
受
容
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。教

育
出
版
の
教
科
書
に
は
、
矢
崎
氏
に
よ
る
『
み
す
ゾ
探
し
の
旅
』
と
い
う

全
集
出
版
ま
で
の
自
伝
の
中
に
、
金
子
み
す
ゾ
の
詩
を
紹
介
す
る
形
で
、
「
私
と

小
鳥
と
鈴
と
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
み
す
£
は
こ
の
世
に
存
在
す
る
す
べ
て

の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
か
ら
こ
そ
す
ば
ら
し
く
、
一
人
一
人
が
ち
が
う

か
ら
こ
そ
大
切
で
、
す
て
き
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
ん
な
ふ
う
に
う
た
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
文
の
後
に
詩
を
引
用
し
、
続
け
て
「
金
子
み
す
£

の
作
品
は
、
小
さ
な
も
の
、
カ
の
弱
い
も
の
、
そ
こ
に
あ
る
の
に
気
が
つ
か
れ

な
い
も
の
、
本
当
は
大
切
な
も
の
な
の
に
わ
す
れ
て
し
ま
わ
れ
が
ち
な
も
の

ー
こ
の
地
球
と
い
う
星
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
対
し
、
深
い
や
さ
し
い

ま
な
ざ
し
を
投
げ
か
け
た
も
の
ば
か
り
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
前

節
で
述
べ
た
よ
う
な
、
矢
崎
氏
の
低
年
齢
へ
向
け
た
解
釈
で
あ
る
「
ち
が
い
の

す
ば
ら
し
さ
・
大
切
さ
」
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
学
習
の
て
び
き
に
は
「
筆
者

は
、
金
子
み
す
ゾ
の
作
品
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
心
ひ
か
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
文
章
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
作
品
を
も
と
に
、
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
矢
崎
氏
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
、
学
習
の
中
で
児
童
に
伝

わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

光
村
図
書
出
版
の
教
科
書
に
は
、
本
文
に
は
「
声
に
出
し
て
読
も
う
。
じ
ん

と
す
る
よ
う
な
う
れ
し
い
一
行
が
、
詩
の
中
に
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
ね
」
と
、

指
導
書
主
題
に
は
「
世
の
中
一
つ
一
つ
の
も
の
が
皆
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
も
っ
て
い
る
。
（
作
者
の
発
見
と
喜
び
）
」
と
書
か
れ
て
い

る
と
、
川
崎
氏
一
一
一
一
は
述
べ
て
い
る
。
川
崎
氏
に
よ
る
論
文
が
書
か
れ
た
当
時
は
、

同
じ
く
「
個
性
尊
重
」
の
考
え
を
育
成
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
言
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え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
が
入
手
し
た
平
成
二
十
三
年
（
二

O
一
一
）
に
発

行
さ
れ
た
教
科
書
の
本
文
に
は
、
「
詩
の
中
の
ま
と
ま
り
を
、
『
連
』
と
い
い
ま

す
。
『
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
』
は
三
連
の
詩
で
す
。
第
一
連
と
第
二
連
は
、

ょ
く
に
て
い
ま
す
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
後
に
、
岸
田
衿
子
の
「
み

い
つ
け
た
」
と
い
う
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
『
国
語
三
上
わ
か
ば
』

（
光
村
図
書
出
版
、
二

O
一
一
・
一
一
）
に
よ
る
引
用
で
あ
る
。

み
い
つ
け
た

ち
い
さ
な
み
つ
め
た
く
て
／
ち
い
さ
な
た
ね
こ
ぼ
れ
て
て
／
ち
い
さ

い
く
も
う
か
ん
で
て
／
ち
い
さ
い
む
し
は
っ
て
い
る
／
／
え
ん
ぴ
つ

の
し
ん
ひ
か
つ
て
て
／
す
な
の
つ
ぶ
ち
ら
ば
っ
て
て
／
い
と
く
ず

す
こ
し
お
ち
て
い
て
／
あ
と
は
な
ん
だ
か
し
ら
な
い
ご
み
／
／
き

ょ
う
は
ち
い
さ
い
も
の
ば
か
り
／
み
い
つ
け
た

教
科
書
に
は
、
こ
の
詩
の
引
用
の
後
に
「
『
み
い
つ
け
た
』
と
『
わ
た
し
と
小

鳥
と
す
ず
と
』
で
、
組
み
立
て
ゃ
な
い
よ
う
に
、
に
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

す
か
。
ち
が
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
」
「
三
つ
の
詩
で
、
心
に
の
こ
る
言
葉
や
、

『
い
い
な
。
』
と
思
っ
た
と
こ
ろ
を
話
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
る
。
以
前
の
よ
う
に

「
個
性
尊
重
」
の
解
釈
を
前
面
に
押
し
出
す
の
で
は
な
く
、
読
み
手
で
あ
る
児

童
自
身
が
よ
り
自
由
に
解
釈
で
き
る
よ
う
な
教
育
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
光
村
図
書
出
版
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
一
四
で
は
指
導
用
資
料
を
公

開
し
て
お
り
、
主
な
指
導
事
項
は
「
二
つ
の
詩
を
比
べ
な
が
ら
読
み
，
詩
の
組

み
立
て
や
内
容
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
言
葉
の
抑
揚
や
強
弱
，
聞
の
取
り
方
な

ど
に
注
意
し
て
音
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
言
語
活
動
は
「
詩
を
音
読
す
る
」

と
し
て
お
り
、
音
読
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
音
読
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
児
童
た
ち
に
よ
る
詩
の
内
容
理
解
に
繋
が
り
、
み
す
ゾ
の
詩

が
記
憶
に
残
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
十
年
近
く
で
光
村
図
書
出
版
の
教
育
方
法
の
変
化
が
見
ら
れ
た
が
、
よ

り
大
き
な
変
化
を
見
せ
た
の
が
、
学
校
図
書
出
版
の
教
科
書
で
あ
る
。
川
崎
氏

一
五
に
よ
る
と
、
学
校
図
書
出
版
の
指
導
書
に
は
「
す
ぐ
れ
た
個
性
や
幸
せ
を
だ

れ
も
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
も
の
だ
。
自
分
と
他
と
比
べ
る
と
き
短
所
や
不
十

分
な
も
の
が
ま
ず
、
目
に
つ
き
ゃ
す
い
。
だ
か
ら
わ
が
身
の
不
幸
を
か
こ
ち
や

す
い
。
本
当
は
何
者
に
も
か
え
が
た
い
特
色
、
す
ぐ
れ
た
も
の
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
の
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
筆
者
が
入
手
し
た
平
成
二
十
三
年
（
二

O
一

一
）
に
発
行
さ
れ
た
教
科
書
に
は
、
「
読
書
を
楽
し
も
う
」
と
い
う
単
元
の
「
詩

を
読
も
う
」
の
中
で
、
ま
ど
・
み
ち
お
「
ぼ
く
が
こ
こ
に
」
の
後
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
以
下
は
『
み
ん
な
と
学
ぶ
小
学
校
国
語
四
年
上
』
（
学
校
図
書
、

二
O
一
一
・
一
一
）
に
よ
る
引
用
で
あ
る
。
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ぼ
く
が
こ
こ
に

ぼ
く
が
こ
こ
に
い
る
と
き
／
ほ
か
の
ど
ん
な
も
の
も
／
ぼ
く
に

か
さ
な
っ
て
／
こ
こ
に
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
／
／
も
し
も
ゾ
ウ

が
こ
こ
に
い
る
な
ら
ば
／
そ
の
ゾ
ワ
だ
け
／
マ
メ
が
い
る
な
ら
ば

／
そ
の
一
つ
ぶ
の
マ
メ
だ
け
／
し
か
こ
こ
に
い
る
こ
と
は
で
き

な
い
／
／
あ
あ
こ
の
ち
き
ゅ
う
の
う
え
で
は
／
こ
ん
な
に
だ
い
じ

に
／
ま
も
ら
れ
て
い
る
の
だ
／
ど
ん
な
も
の
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
／
い

る
と
き
に
も
／
／
そ
の
「
い
る
こ
と
」
こ
そ
が
／
な
に
に
も
ま
し
て
／

す
ば
ら
し
い
こ
と
と
し
て



「
ぼ
く
が
こ
こ
に
」
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
一
人
ひ

と
り
の
存
在
そ
の
も
の
」
や
「
す
ぐ
れ
た
個
性
」
を
受
け
入
れ
る
考
え
方
を
指

導
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
校
図
書
出
版
ホ
l
ム

ペ
l
ジ
二
ハ
に
よ
る
と
、
平
成
一
一
十
七
年
度
教
科
書
か
ら
掲
載
詩
が
変
化
し
、
「
わ

た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
や
「
ぼ
く
が
こ
こ
に
」
の
代
わ
り
に
、
原
田
直
友

「
は
じ
め
て
小
鳥
が
飛
ん
だ
と
き
」
、
金
子
み
す
ゾ
「
ふ
し
ぎ
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

不
思
議

私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、
／
黒
い
雲
か
ら
ふ
る
雨
が
、
／
銀
に
ひ
か

つ
て
ゐ
る
こ
と
が
。
／
／
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、
／
青
い
桑
の
葉

た
べ
て
ゐ
る
、
／
蚕
が
白
く
な
る
こ
と
が
。
／
／
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら

な
い
、
／
た
れ
も
い
ぢ
ら
ぬ
夕
顔
が
、
／
ひ
と
り
で
ぱ
ら
り
と
開
く
の
が
。

／
／
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、
／
誰
に
き
い
て
も
笑
っ
て
て
、
／
あ

た
り
ま
へ
だ
、
と
い
ふ
こ
と
が
。

「
ふ
し
ぎ
」
で
は
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
の
よ
う
な
「
個
性
尊
重
」

の
解
釈
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
同
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
の
指
導
計
画
の
中
で
は
、

評
価
基
準
と
し
て
「
短
詩
形
に
よ
る
独
特
な
表
現
に
気
付
い
て
い
る
」
と
い
う

文
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
詩
の
解
釈
よ
り
も
「
構
成
」
に
つ
い
て
の
教
育
が
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
詩
の
解
釈
へ
の
手
助
け
に
な
る

よ
う
な
一
言
か
ら
、
詩
の
連
に
つ
い
て
の
解
釈
へ
と
本
文
が
変
化
し
た
、
光
村

図
書
出
版
の
教
科
書
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
先
述
し
た
「
私
」
「
小
鳥
」
「
鈴
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
み

ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
「
個
性
尊
重
」
の
解
釈
に
反
論
し
、

「
小
鳥
」
も
「
鈴
」
も
「
私
」
に
近
し
い
存
在
で
あ
り
、
「
私
」
自
身
の
肯
定
と

し
て
こ
の
詩
が
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
た
の
が
小
倉
氏
一
七
で
あ
る
。
小
倉
氏
は

「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
中
で
主
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
み
ん
な
ち
が
っ

て
、
み
ん
な
い
い
」
の
箇
所
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
前

半
の
三
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
第
一
連
に
登
場
す
る
「
小
鳥
」
に
つ
い

て
、
「
光
の
鐘
」
、
「
さ
み
し
い
王
女
」
の
二
つ
の
詩
を
例
に
出
し
た
上
で
、
「
『
私

が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、
／
お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
』
に
お
け
る
飛
べ
な

い
『
私
』
は
、
ぱ
っ
と
麹
さ
え
広
げ
た
ら
飛
べ
る
は
ず
だ
け
れ
ど
も
飛
ば
な
い

『
私
』
（
『
光
の
鐘
』
）
や
、
昔
は
飛
べ
た
の
に
飛
べ
な
く
な
っ
た
『
王
女
』
（
『
さ

み
し
い
王
女
』
）
と
い
う
流
れ
の
上
に
歌
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
り
、
「
ど

ち
ら
も
、
『
私
』
と
『
小
鳥
』
と
が
か
け
離
れ
た
存
在
で
な
い
こ
と
を
保
証
し
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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光
の
龍

私
は
い
ま
ね
、
小
鳥
な
の
。
／
／
夏
の
木
の
か
げ
、
光
の
鑑
に
、
／
み
え

な
い
誰
か
に
飼
は
れ
て
て
、
／
知
っ
て
ゐ
る
だ
け
唄
う
た
ふ
、
／
わ
た
し

は
か
は
い
い
小
鳥
な
の
。
／
／
光
の
簡
は
や
ぶ
れ
る
の
、
／
ぱ
っ
と
麹
さ

へ
ひ
ろ
げ
た
ら
。
／
／
だ
け
ど
私
は
、
お
と
な
し
く
、
／
鰭
に
飼
は
れ
て

唄
っ
て
る
、
心
や
さ
し
い
小
鳥
な
の
。

さ
み
し
い
王
女

つ
よ
い
王
子
に
す
く
は
れ
て
、
／
城
へ
か
へ
っ
た
、
お
ひ
め
さ
ま
。
／
／

城
は
む
か
し
の
城
だ
け
ど
、
／
蓄
積
も
か
は
ら
ず
咲
く
け
れ
ど
、
／
／
な

ぜ
か
さ
み
し
い
お
ひ
め
さ
ま
、
／
け
ふ
も
お
空
を
眺
め
て
た
。
／
／
（
魔

法
っ
か
ひ
は
こ
は
い
け
ど
、
／
あ
の
は
て
し
な
い
あ
を
空
を
、
／
白
く
か



が
や
く
麹
の
べ
て
、
／
は
る
か
に
遠
く
旅
し
て
た
、
／
小
鳥
の
こ
ろ
が
な

つ
か
し
い
。
）
／
／
街
の
上
に
は
花
が
飛
び
、
／
城
に
宴
は
ま
だ
つ
づ
く
。

／
そ
れ
も
さ
み
し
い
お
ひ
め
さ
ま
、
／
ひ
と
り
日
暮
の
花
闘
で
、
／
真
紅

な
蓄
積
は
見
も
向
か
ず
、
／
お
空
ば
か
り
を
眺
め
て
た
。

ま
た
「
光
の
鰭
」
に
注
目
し
、
「
知
っ
て
ゐ
る
だ
け
唄
う
た
ふ
／
私
は
か
は
い

い
小
鳥
な
の
」
か
ら
、
「
小
鳥
H
私
」
は
美
し
い
声
で
歌
え
た
こ
と
に
対
し
、
「
私

と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
第
二
連
に
お
け
る
「
鈴
」
は
、
「
私
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て

も
／
き
れ
い
な
音
は
出
な
い
け
ど
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
飛
べ

た
の
に
飛
べ
な
く
な
っ
た
『
私
』
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
き
れ
い
な
声

で
唄
え
た
の
に
音
の
出
な
く
な
っ
た
『
私
』
と
い
う
構
図
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
「
み
す
ゾ
」
と
い
う
作
者
の
名
前
に
「
美
鈴
」
と

い
う
美
し
い
鈴
の
音
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

た
う
え
で
、
「
小
鳥
」
も
「
鈴
」
も
「
私
」
と
非
常
に
関
わ
り
の
深
い
存
在
で
あ

る
と
し
、
「
こ
の
詩
は
明
ら
か
に
『
私
』
の
た
め
の
詩
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

『
小
鳥
』
の
よ
う
に
飛
べ
ず
、
『
鈴
』
の
よ
う
に
鳴
ら
な
い
『
私
』
で
も
、
生
き

る
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
が
、
最
後
の
『
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

い
』
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
わ
け
だ
」
と
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
川
崎
氏
一
八
も
「
矢
崎
の
い
う
よ
う
に
『
こ
の
世
に
存
在
す
る
も
の
す

べ
て
の
も
の
』
な
ど
金
子
み
す
ゾ
は
う
た
っ
て
い
な
い
。
こ
と
り
と
鈴
と
私
の

三
者
が
す
べ
て
で
あ
る
。
そ
れ
も
詳
細
に
読
め
ば
、
『
わ
た
し
』
の
こ
と
し
か
述

べ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
前
述
し
た
「
こ

の
詩
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
『
私
』
『
小
鳥
』
『
鈴
』
の
三
者
だ
け
で
は
な

く
、
『
す
べ
て
の
人
』
司
す
べ
て
の
も
の
』
で
あ
る
」
と
い
う
矢
崎
氏
の
解
釈
に

反
論
し
て
い
る
。
続
け
て
、
こ
の
一
見
無
関
係
な
三
者
を
ま
と
め
て
「
み
ん
な
」

と
呼
ん
だ
の
は
「
唄
を
う
た
う
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
「
そ
れ

ぞ
れ
の
や
り
方
で
唄
を
歌
う
が
、
私
は
私
で
、
詩
人
の
道
を
歩
き
た
い
、
こ
れ

で
い
い
ん
だ
と
い
う
詩
人
と
し
て
の
自
己
肯
定
、
そ
の
上
に
た
っ
た
充
足
感
の

表
現
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
み
ん
な
」
と
は
「
わ
た
し
」
自
身
の
こ
と
で
あ
る

と
解
釈
す
る
川
崎
氏
は
、
教
育
現
場
で
は
ご
人
一
人
が
違
う
こ
と
の
良
さ
」
、

「
人
は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
良
さ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
詩
と
し

て
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
反
論
し
、
「
『
多
様
な
文
化
の
優
れ
た
個
性
を
深
く

理
解
す
る
能
力
』
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
こ
の
主
題
を
歪
曲
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

四

合
唱
曲
化
に
よ
る
流
布

「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
流
布
媒
体
の
一
つ
に
、
合
唱
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
下
は
、
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
詩
に
付
曲
さ
れ
た
合
唱
組
曲
の
出
版
年
、

作
曲
者
や
組
曲
名
な
ど
の
曲
集
情
報
、
曲
の
編
成
、
そ
の
曲
集
内
で
の
「
私
と

小
鳥
と
鈴
と
」
の
表
記
の
さ
れ
方
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
曲
者
に
よ
る

作
曲
年
が
分
か
る
も
の
も
あ
る
が
、
世
の
中
へ
の
流
布
と
い
う
点
か
ら
ま
ず
考

察
す
る
た
め
、
表
に
は
記
載
し
て
い
な
い
。

こ
の
表
か
ら
、
合
唱
曲
化
し
た
の
は
一
九
九
五
年
以
降
の
非
常
に
新
し
い
社

会
現
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
九

0
年
代
に
は
女
声
合
唱
と
し
て
作
曲

さ
れ
て
い
た
が
、
二

0
0
0年
代
か
ら
は
混
声
と
し
て
も
作
曲
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
流
通
の
拡
大
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
一
九
九
五
年
か
ら

「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
が
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
始
め
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
に

考
え
る
と
、
そ
れ
ら
を
見
て
勉
強
し
た
子
ど
も
た
ち
が
中
学
生
に
な
り
、
合
唱

に
触
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
頃
に
、
混
声
合
唱
の
譜
が
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
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と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
混
声
合
唱
譜
の
ニ

l
ズ
が
高
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

私／：1）鳴t鈴t

SA 

SA 

と

※編成はSニソプラノ、 A＝アルト、 T＝テノール、 B＝ベース、 div＝デ、ィヴィジョン（di羽田。ω
＝パート内で音が分かれること、を略称として使っている。

SA 

さ
ら
に
、

Z
回
開
「
み
ん
な
の
う
た
」
に
て
、
作
曲
・
杉
本
竜
一
、
編
曲
・
美

野
春
樹
、
歌
・
新
垣
勉
の
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
が
二

O
O六
年
十
二
月
1
二

0
0七
年
一
月
に
放
映
さ
れ
、
Z
国
間
「
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
」
の
月
の
歌
に
て
、

作
曲
・
回
－
〉
Z
〉
Z
〉
呂
回
、
編
曲
・
周
防
義
和
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
が
放
映

さ
れ
た
。
こ
の
放
映
時
期
は
不
明
だ
が
、
一
一

O
O八
年
十
月
に
ア
ッ
ブ
ロ
ー
ド

さ
れ
た
映
像
が
吋
宮
づ
渉
団
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
。
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
で
の
放
映
に
よ
り
、
詩
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
曲

と
し
て
の
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
が
多
く
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
表
の
中
で
、
曲
集
内
で
の
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
表
記
の
さ
れ
方
の

違
い
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
全
て
単
語
が
漢
字
で
書
か
れ
た
「
私
と
小
鳥
と
鈴

と
」
と
、
ひ
ら
が
な
が
混
ざ
っ
た
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
の
一
一
種
類
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
全
て
分
類
し
て
見
る
と
、
ひ
ら
が
な
が
混
ざ
っ
た
表
記

で
書
か
れ
た
曲
は
、
す
べ
て
女
声
曲
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
金
子
み
す
立
が
手
帳
に
記
し
た
そ
の
ま
ま
の
表
記
で
載
っ
て
い

る
全
集
で
は
、
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
と
い
う
漢
字
表
記
で
あ
る
。
研
究
論
文
で

も
主
に
こ
の
漢
字
表
記
で
の
詩
が
引
用
さ
れ
、
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
教

科
書
で
の
表
記
は
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
で
あ
り
、
引
用
さ
れ
て
い
る

詩
も
、
所
々
漢
字
が
ひ
ら
が
な
に
直
さ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
だ

「
私
」
や
「
鈴
」
な
ど
の
漢
字
を
習
っ
て
い
な
い
学
年
時
の
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
文
部
科
学
省
に
よ
る
小
学
校
学
習
指
導
要

領
一
九
で
は
、
「
小
」
は
第
一
学
年
、
「
烏
」
は
第
二
学
年
で
習
う
漢
字
と
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
「
私
」
は
第
六
学
年
、
「
鈴
」
は
該
当
が
な
く
、
中
学
以
降
に

習
う
常
用
漢
字
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
教
科
書
で
使
わ
れ
て
い
た
ひ
ら
が
な
表
記
が
、
何
故
合
唱
に
、
し
か
も

女
声
合
唱
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
理
由
の
一
っ
と
し
て
は
、
合
唱

。4q
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作
品
の
対
象
に
児
童
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
児
童
合

唱
と
は
変
声
前
の
子
ど
も
に
よ
る
合
唱
の
こ
と
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は

同
声
合
唱
に
含
ま
れ
、
こ
れ
に
女
声
合
唱
も
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
児
童
合
唱

と
女
声
合
唱
は
音
域
が
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
女
声
譜
を
児
童
た
ち
が
歌

う
こ
と
も
可
能
だ
。
つ
ま
り
、
女
声
合
唱
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
曲
を
児
童
も
歌

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
表
記
を
ひ
ら
が
な
に
し
た
と
考
え
ら
れ

る。
こ
れ
ら
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
合
唱
に
よ
る
流
布
は
、
初
め
女
性
・
児
童
か

ら
広
ま
っ
て
行
き
、
続
け
て
混
声
と
い
う
形
で
男
性
に
も
受
容
さ
れ
て
い
っ
た

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
元
々
み

す
y
の
詩
は
童
謡
詩
で
あ
る
と
い
う
点
、
ま
た
合
唱
曲
化
し
た
の
が
一
九
九
五

年
と
い
う
、
教
科
書
に
詩
が
掲
載
さ
れ
た
年
と
同
年
だ
と
い
う
点
か
ら
も
、
流

布
の
出
発
点
が
児
童
に
あ
る
こ
と
に
は
納
得
が
い
く
だ
ろ
う
。

全
日
本
合
唱
連
盟
に
は
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
と
い
う
、
年
に
四
回
（
一
月
・
四
月
・

七
月
・
十
月
の
各
月
十
日
）
発
行
し
て
い
る
会
報
が
あ
り
、
日
本
唯
一
の
合
唱
専

門
誌
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
第
一
六
八
号
』
（
全
日

本
合
唱
連
盟
、
二

O
一
四
・
四
）
に
て
、
作
曲
者
・
信
長
貴
富
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

前
田
勝
則
、
合
唱
指
揮
者
・
山
脇
卓
也
、
合
唱
指
揮
者
・
清
水
敬
一
に
よ
る
対

談
形
式
で
、
信
長
氏
の
作
品
に
つ
い
て
語
る
コ
ー
ナ
ー
ペ

l
ジ
が
あ
り
、
二

O

一
O
年
に
出
版
さ
れ
た
信
長
貴
富
氏
に
よ
る
『
青
い
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
も
話
題

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
以
下
は
引
用
で
あ
る
（
傍
線
部
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
と
す

る）。

清
水

（
中
略
）
《
青
い
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
》
も
制
と
な
が

し
て
ま
た
い
い
ん
で
す
よ
。

つ

同
ヨ
部
と

信
長

混
三
で
ど
う
書
け
ば
い
い
の
か
悩
み
ま
し
た
。
男
声
の
人
数
が
少

な
い
混
声
合
唱
団
で
も
、
四
声
で
歌
っ
た
方
が
音
の
鳴
り
方
は
い

い
の
で
、
男
声
が
少
な
い
か
ら
混
三
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
音

楽
的
に
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。
悩
ん
だ

な
り
の
も
の
は
書
け
た
と
思
い
ま
す
。

清
水
氏
が
「
お
と
な
が
歌
う
混
声
三
部
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
普
通
、
混

声
一
三
部
合
唱
は
変
声
期
の
中
学
生
向
け
と
し
て
作
曲
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
信
長
氏
は
、
混
声
合
唱
と
し
て
作
曲
す
る
上
で
、
普
通
は
混
声
四

部
に
す
る
と
こ
ろ
を
あ
え
て
混
声
一
二
部
に
す
る
こ
と
に
積
極
的
な
姿
勢
を
と
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
人
に
も

広
く
受
容
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
作
曲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

合
唱
に
は
そ
の
手
軽
さ
故
、
幅
広
い
年
齢
が
楽
し
め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
た
め
、
ま
す
ま
す
需
要
が
増
え
、
次
第
に
児
童
か
ら
大
人
へ
と
流
布
が
進
ん

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
合
唱
の
中
で
児
童
か
ら
大
人
へ
と
流
布
が
進
む
と
い
う
こ
と
は
、

そ
こ
に
男
女
差
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
児
童
合

唱
は
「
同
声
」
合
唱
に
含
ま
れ
る
が
、
成
長
し
変
声
期
を
過
ぎ
る
と
、
そ
れ
は

「
混
声
」
合
唱
に
分
類
さ
れ
る
。
つ
ま
り
混
声
譜
の
受
容
が
高
ま
、
た
の
は
、

男
性
か
ら
の
需
要
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
見
落
と
せ
な

い
点
は
、
表
中
で
も
分
か
る
通
り
、
男
声
合
唱
と
し
て
は
作
曲
さ
れ
て
い
な
い

点
で
あ
る
。

矢
崎
節
夫
選
『
み
す
£
さ
ん
へ
の
手
紙
』

ccrkp出
版
局
、
一
九
九
八
・
七
）

で
は
、
ま
え
が
き
の
な
か
で
「
み
す
y
さ
ん
、
あ
な
た
は
亡
く
な
っ
て
、
な
お
、

み
ん
な
の
心
の
な
か
で
生
き
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
『
み
す
£
さ
ん
へ
の

q
t
u
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手
紙
』
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
日
本
中
か
ら
千
通
あ
ま
り
の
手
紙

が、
r『

d
F
K
F
出
版
局
に
届
き
ま
し
た
」
と
記
し
、
下
は
小
学
一
年
生
、
上
は
八

十
二
歳
ま
で
の
七
十
通
も
の
手
紙
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
七
十
通
の
中
の
男

女
比
は
、
男
性
が
十
八
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
女
性
が
五
十
二
人
で
あ
り
、
圧

倒
的
に
女
性
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
み
す
£
の
詩
の
読
者
は
女
性
層
が
多

い
、
ま
た
は
女
性
に
対
し
て
よ
り
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
。
女
声
合
唱
か
ら
混
声
合
唱
へ
と
需
要
が
拡
大
し
て
は
い
る
が
、
あ

く
ま
で
も
女
性
中
心
と
い
う
印
象
は
ぬ
ぐ
え
な
い
だ
ろ
う
。

五

作
曲
者
の
意
図
と
、
解
釈
の
自
由
化

石
若
氏
は
『
少
女
の
ま
な
ざ
し
』
一
δ
作
品
解
説
の
中
で
、
「
こ
の
作
品
は
、

岸
和
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
委
嘱
に
よ
り
作
曲
し
ま
し
た
。
詩
の
選
定
か
ら
、

指
揮
者
の
小
原
先
生
を
始
め
団
関
係
者
の
方
々
と
と
も
に
相
談
し
な
が
ら
作
り

ま
し
た
。
児
童
合
唱
用
に
作
曲
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

色
々
な
方
に
演
奏
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
述
べ
、
そ
の
あ
と

各
曲
の
簡
単
な
演
奏
指
導
を
記
し
て
い
る
（
し
か
し
、
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず

と
」
に
つ
い
て
の
演
奏
指
導
の
記
述
は
な
い
）
。
新
実
氏
は
『
金
子
み
す
ゾ
の
八

つ
の
う
た
』
一
二
の
中
で
、
「
委
嘱
し
て
下
さ
っ
た
コ

l
ル
・
ス
ガ
ン
デ
イ
の
皆

さ
ん
の
御
要
望
に
従
っ
て
金
子
み
す
立
さ
ん
の
詩
で
混
声
合
唱
を
作
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
中
略
）
私
は
で
き
る
だ
け
易
し
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
合
唱

団
が
口
ず
さ
め
る
曲
に
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
よ
う
な
無
伴
奏
の
曲
集
と
な
っ

た
の
で
す
。
（
中
略
）
た
ぶ
ん
、
で
す
が
、
中
学
・
高
校
生
か
ら
大
人
の
皆
さ
ん

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
め
る
曲
集
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
石
若

氏
と
同
様
、
特
定
の
年
代
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広
い
年
代
向
け
に
作
曲
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
横
山
氏
は
『
み
す
立
と
の
旅
』
二
一
一
の
後
述
と
し
て
「
演
奏
の
た
め
に
」

を
記
し
て
お
り
、
曲
ご
と
に
演
奏
指
示
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
、
「
わ
た

し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
以
下
に
引
用
す
る
。

四
十
四
小
節
目
か
ら
は
、
合
唱
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
リ
レ
ー
し
て
い
き
ま

す
。
合
唱
団
の
一
人
ひ
と
り
の
「
わ
た
し
」
が
私
た
ち
も
み
ん
な
違
っ
て

い
て
、
み
ん
な
い
い
の
だ
と
い
う
気
持
ち
を
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
つ
な

い
で
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
詩
人
の
「
わ
た
し
」
、

作
曲
者
の
「
わ
た
し
」
、
そ
し
て
演
奏
者
の
み
な
さ
ん
の
「
わ
た
し
」
、
い

ろ
い
ろ
な
「
わ
た
し
」
が
こ
の
曲
を
通
し
て
「
み
ん
な
い
い
」
と
感
じ
合

え
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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更
に
、

Z
回
開
「
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
」
で
放
送
さ
れ
た
、
国
〉
ZKFZKFHの固

に
よ
る
作
曲
の
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
は
、
曲
の
最
後
に
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い
」
の
歌
詞
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
み
ん
な

ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
歌
詞
を
そ
れ
ぞ
れ
の
作
曲
者
が
意
識
し
て

作
曲
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
分
か
る
。

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
横
山
氏
は
、
「
合
唱
団
一
人
ひ
と
り
の
『
わ
た
し
』
が

私
た
ち
も
み
ん
な
違
っ
て
い
て
、
み
ん
な
い
い
の
だ
と
い
う
気
持
ち
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
強
い
「
個
性
尊
重
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ

も
合
唱
と
は
各
人
が
パ

l
ト
の
中
で
揃
い
、
各
パ

l
ト
が
全
体
と
し
て
揃
う
と

い
う
融
合
性
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
人
ひ
と
り
の
違

い
に
よ
り
各
合
唱
団
の
特
徴
は
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
「
み

ん
な
違
っ
て
い
て
、
み
ん
な
い
い
の
だ
」
は
、
個
人
の
「
優
れ
た
個
性
」
の
尊



重
と
い
う
よ
り
は
、
「
存
在
の
認
容
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
「
個
性
尊
重
」
の

解
釈
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
あ
る
程
度
、
最
初
の

解
釈
で
あ
る
、
矢
崎
氏
の
解
釈
に
立
ち
帰
っ
た
、
或
い
は
「
存
在
の
認
可
」
と

「
個
性
尊
重
」
を
併
せ
持
つ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
解
釈
が
新
し
く
生
ま
れ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
横
山
氏
は
、

述
べ
て
い
る
。

以
下
の
よ
う
に
み
す
ゾ
の
詩
に
対
す
る
自
分
の
解
釈
を

金
子
み
す
ゾ
の
詩
に
は
、
あ
た
り
ま
え
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
鋭
い

視
点
で
捉
え
直
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
の
命
の
輝
き
と
尊
さ
を

う
た
い
上
げ
た
も
の
が
多
い
。
一
方
で
み
す
£
は
、
「
喜
び
」
の
影
に
は
「
悲

し
み
」
が
、
「
目
に
見
え
る
も
の
」
の
影
に
は
「
目
に
見
え
ぬ
も
の
」
が
、

私
た
ち
の
「
生
」
の
影
に
は
無
数
の
「
死
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
う
た
っ

て
い
る
。
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ
だ
け
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
ど

ち
ら
が
上
位
と
か
下
位
と
か
い
う
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
意
義

が
あ
り
、
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
聞
は
そ
の
こ
と
に
深
く

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
内
包
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ー
l
l

み
す
£
の
詩
に
付
曲
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
み
す
ゾ
と
の
旅
で
あ
り
、
み

す
立
の
示
し
た
光
と
影
を
抱
き
し
め
に
行
く
旅
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
な
お
、

曲
順
は
自
由
に
構
成
し
て
い
た
だ
い
て
か
ま
わ
な
い
。
旅
は
一
通
り
の
も

の
で
は
な
い
。
演
奏
者
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
お
考
え
で
、
〈
み
す
ゾ
と
の
旅
〉

に
出
か
け
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
を
強
調
し
つ
つ
も
、
最

終
的
に
は
個
々
に
解
釈
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
新
実

氏
も
、
「
金
子
さ
ん
の
詩
は
と
て
も
素
直
で
愛
ら
し
く
、
か
つ
私
た
ち
の
心
の
奥

深
く
に
訴
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
派
手
さ
も
奇
を
て
ら
っ
た
新
し
さ

も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
心
の
中
に
し
み
じ
み
と
し
み
て
い
く
音
楽
さ
え
あ
れ
ば
、

そ
れ
で
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
随
所
に
ち
ょ
っ
と
『
お
し

ゃ
れ
な
』
和
音
が
は
さ
み
こ
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
金
子
さ
ん
の
詩
を
今
と

い
う
時
代
に
は
ば
た
か
せ
た
い
と
願
っ
た
か
ら
で
す
」
と
、
自
ら
の
作
曲
意
図

と
、
み
す
ゾ
の
詩
に
対
す
る
印
象
を
述
べ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
演
奏
者
に

は
押
し
つ
け
て
は
い
な
い
。

作
曲
者
は
、
新
し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
解
釈
を
生
み
出
し
つ
つ
、
最
終
的
に

は
演
奏
者
に
解
釈
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
三
章
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
教
科
書
掲
載
へ
の
変
化
に
も
見
ら
れ
る
。
合
唱
曲
で
の
流
布
や
時
代
の
流

れ
に
よ
り
、
極
め
て
強
い
「
個
性
尊
重
」
の
解
釈
か
ら
解
放
さ
れ
、
解
釈
の
自

由
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

金
子
み
す
ゾ
の
詩
は
長
く
埋
没
し
て
い
た
が
、
矢
崎
節
夫
氏
に
よ
る
全
集
化

に
よ
り
、
新
た
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
九
八
四
年
の
再
発
見

か
ら
、
教
科
書
へ
の
収
録
と
合
唱
曲
化
と
い
う
三
つ
の
形
を
と
っ
て
社
会
に
受

容
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
一
九
九
五
年
以
降
の
非
常
に
新
し
い

社
会
現
象
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
教
科
書
へ
の
収
録
と
い
う
、
教
育
現
場
を
中
心

に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
「
個
性
重
視
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
対
す

る
形
で
、
研
究
者
は
「
自
己
肯
定
」
の
解
釈
を
主
張
し
た
。
一
方
、
合
唱
曲
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
や
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
年
齢
層
に
受

容
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
作
曲
者
の
解
釈
は
必
ず
し
も
演
奏
者
側
に
押
し



つ
け
て
は
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
個
々
に
解
釈
を
ゆ
だ
ね
る
形
と
し
て
流
布
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
現
在
の
教
育
現
場
で
も
見
て
と
れ
、
教
育
現
場
で

は
「
個
性
尊
重
」
の
解
釈
か
ら
解
放
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
前
は
児
童
や
女
性
た
ち
な
ど
、
偏
っ
た
層
で
受
容
さ
れ
て
い
た
み
す
£
の

詩
は
、
今
で
は
様
々
な
年
代
の
人
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
で
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
今
現
在
も
な
お
、
み
す
£
の
詩
は
私
達
に
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
の
言
葉
は
、
読
者
を
勇
気
づ
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
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2
2刷
。
包
注
目
。
ロ
ミ
mF。件。ミ
E
唱
，
。
史
可
。
再
三
足
切
可
。
＼
rcr旦
CCMHM

t
出
）
よ
り
。

一一
O

石
若
雅
弥
『
女
声
（
同
声
）
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
『
少
女
の
ま
な
ざ
し
』
』
出
版
（
マ

ザ
l
ア
l
ス
出
版
、
二

O
O五
・
十

A

一
）
よ
り
。
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て
一
新
実
徳
英
『
無
伴
奏
混
声
合
唱
の
た
め
の
愛
唱
曲
集
『
金
子
み
す
f
の
八
つ
の
う
た
』
』

（
音
楽
之
友
社
、
二

O
O九
・
六
）
よ
り
。

横
山
裕
美
子
『
二
部
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
『
み
す
立
と
の
旅
』
』
（
－
音
楽
之
友
社
、

二
O
O四
・
十
一
）
よ
り
。
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